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しんくみのお知らせ

奄美市名瀬末広町1-9
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院長　碩　伸一朗

ひふ科ひふ科 内科内科
土曜日・午前診あり

満月の満月の
お好み焼お好み焼
午前中お電話注文

お持ち帰りの方へ
ミックス500円限定30個
高校生まで高校生まで
　かき氷サービス中！　かき氷サービス中！
高校生まで
　かき氷サービス中！

奄美黒糖焼酎

夏 aoi  umi
碧い海碧い海

 ㈾弥生焼酎醸造所 ㈾弥生焼酎醸造所
奄美市名瀬小浜町１５-３　☎０９９７（５２）１２０５奄美市名瀬小浜町１５-３　☎０９９７（５２）１２０５
www.kokuto-shouchu.co.jpwww.kokuto-shouchu.co.jp 飲酒は20歳になってから飲酒は20歳になってから
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伊藤知事定例会見

「
地
元
紙
批
判
は
残
念
」

就
任
１０
年
を
自
己
評
価経

産
省
に
必
要
性
明
示
要
求

川
内
原
発
の
再
稼
働
で
知
事

菅
氏
、必
要
性

明
示
の
意
向

川
内
原
発
の
再
稼
働

軽
自
動
車
が
２
台
横
転

瀬
戸
内
町
の
県
道

９

月

定

例

会

来
月
９
日
に
開
会

奄
美
市
議
会

大
型
の
台
風
12
号
は
1
日
、
奄
美
地
方
を
風
速

25
㍍
以
上
の
暴
風
域
に
巻
き
込
み
な
が
ら
北
上
し

た
。
奄
美
市
笠
利
町
で
午
前
9
時
13
分
に
最
大
瞬

間
風
速
38
・
1
㍍
を
観
測
。
同
市
名
瀬
で
午
前
9

時
ま
で
の
1
時
間
に
37
・
0
㍉
の
雨
量
を
記
録
し

た
。
名
瀬
で
70
代
女
性
が
風
に
あ
お
ら
れ
転
倒
し
、

頭
を
け
が
す
る
な
ど
奄
美
群
島
内
で
3
人
が
負

傷
。
奄
美
全
域
で
最
大
4
6
0
0
戸
が
停
電
し
た
。

海
と
空
の
便
は
欠
航
が
相
次
ぎ
、
観
光
客
ら
が
足

止
め
さ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
海
上
を
台
風
11

号
が
北
上
し
、
〝
連
続
台
風
〞
に
よ
る
影
響
の
長

期
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

（
８
、
９
面
に
関
連
記
事
）

名
瀬
測
候
所
に
よ
る

と
、
台
風
12
号
は
奄
美
地

方
南
部
に
1
日
午
前
3
時

ご
ろ
、
北
部
に
同
日
午
前

6
時
ご
ろ
最
接
近
し
た
。

午
前
9
時
に
暴
風
域
が
発

生
、
徳
之
島
付
近
の
海
上

を
北
北
西
へ
進
ん
だ
。

発
達
し
た
雨
雲
の
影
響

で
奄
美
地
方
は
激
し
い
雨

に
見
舞
わ
れ
た
。
7
月
30

日
午
前
6
時
の
降
り
始
め

か
ら
8
月
1
日
午
後
6
時

ま
で
の
雨
量
は
名
瀬
で
3

3
2
・
5
㍉
、
瀬
戸
内
町

で
2
7
1
・
0
㍉
、
与
論

町
で
1
3
0
・
0
㍉
に
達

し
た
。

台
風
12
号
は
1
日
午
後

6
時
現
在
、
東
シ
ナ
海
を

時
速
25
㌔
で
北
西
へ
進
ん

で
い
る
。
中
心
気
圧
は
9

8
0
ヘクト
パスカル
。
中
心
付
近
の

最
大
風
速
は
30
㍍
、
最
大

瞬
間
風
速
は
40
㍍
。
中
心

か
ら
南
東
側
2
4
0
㌔
以

内
と
北
西
側
1
1
0
㌔
以

内
が
暴
風
域
、
6
5
0
㌔

以
内
が
強
風
域
に
入
っ
て

い
る
。

台
風
12
号
が
予
報
円
の

中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
2

日
に
予
想
さ
れ
る
奄
美
地

方
の
最
大
風
速
は
18
㍍
。

同
日
夜
の
初
め
ま
で
に
強

風
域
を
抜
け
る
見
込
み

だ
。
大
気
は
不
安
定
な
状

態
が
続
き
、
多
い
と
こ
ろ

で
1
時
間
に
50
㍉
の
激
し

い
雨
が
降
る
恐
れ
が
あ

る
。
波
の
高
さ
は
6
㍍
と

大
し
け
の
状
態
が
続
き
そ

う
だ
。

台
風
11
号
は
2
日
、
発

達
し
な
が
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
東
を
北
上
す
る
見
込
み

で
進
路
に
警
戒
が
必
要

だ
。
名
瀬
測
候
所
は
強
風

や
高
波
、
土
砂
災
害
な
ど

へ
の
注
意
を
促
し
て
い

る
。◇

◇

◇

気
象
庁
の
統
計
に
よ
る

と
、
今
年
7
月
ま
で
に
発

生
し
た
台
風
は
平
年
値

の
7
・
7
個
を
上
回
る
12

個
。
月
別
で
は
7
月
が

最
も
多
い
5
個
だ
っ
た
。

気
象
庁
は
「
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
東
で
海
面
水
温
が
平

年
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
が

一
因
」
と
し
、
今
後
も
最

新
の
気
象
情
報
に
注
意
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
。

暴
風
で
横
転
し
た
と
み
ら
れ
る
2
台
の
軽
貨
物
車
�
1
日
午
後
2
時
ご
ろ
、
瀬

戸
内
町

【
鹿
児
島
総
局
】
伊
藤

祐
一
郎
知
事
は
1
日
の
定

例
記
者
会
見
で
、
2
0
0

4
年
7
月
の
就
任
か
ら
10

年
を
経
過
し
た
感
想
を
聞

か
れ
、
「
あ
っ
と
い
う
間

に
10
年
が
た
っ
た
」
と
振

り
返
る
一
方
、
「
財
政
再

建
を
含
め
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
、
仕
事
に
対
応
し
て

き
た
。
た
だ
、
地
元
紙
か

ら
『
人
の
話
に
耳
を
貸
さ

な
い
』
と
か
『
独
断
専
行
』

と
か
評
価
さ
れ
る
な
ど
徹

底
的
な
批
判
を
頂
い
た
こ

と
は
、
極
め
て
残
念
だ
」

と
語
っ
た
。

知
事
就
任
3
期
目
の
折

り
返
し
に
入
り
、
知
事

選
で
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス

し
ん
ち
ょ
く

ト
（
政
策
綱
領
）
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
「
一
つ

一
つ
丁
寧
に
や
っ
て
お

り
、
若
干
進
捗
の
遅
い

も
の
も
あ
る
が
、
大
体

順
調
に
進
ん
で
い
る
。
こ

の
10
年
間
計
画
し
た
通

り
に
ほ
と
ん
ど
や
れ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
自
己

評
価
。
「
こ
れ
か
ら
新
し

い
時
代
へ
の
対
応
が
あ

り
、
的
確
に
事
業
計
画
を

作
り
、
対
応
し
て
い
く
の

が
今
後
の
課
題
だ
」
と
述

べ
た
。

経
営
難
が
続
く
第
三
セ

ク
タ
ー
「
肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
」
（
熊
本
県
八
代
市

〜
薩
摩
川
内
市
）
の
経
営

支
援
に
つ
い
て
、
県
側
が

要
請
し
て
い
た
県
市
町
村

振
興
協
会
の
基
金
か
ら
今

後
10
年
間
で
10
億
1
5
0

0
万
円
を
拠
出
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
件
で
、
協
会

を
構
成
す
る
県
の
市
長

会
、
町
村
会
、
市
議
会
議

長
会
、
町
村
議
会
議
長
会

の
4
団
体
の
同
意
が
出
そ

ろ
い
、
4
日
に
も
正
式
決

定
さ
れ
る
予
定
。

伊
藤
知
事
は
「
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
は
大
量
に
貨

物
を
運
ぶ
な
ど
県
全
体
に

関
わ
る
た
め
、
全
市
町
村

で
の
支
援
を
お
願
い
し
て

い
た
が
、
ス
キ
ー
ム
通
り

に
な
り
、
関
係
の
方
々
に

感
謝
し
た
い
」
と
謝
意
を

述
べ
た
。

定
例
記
者
会
見
で
就
任
後
10
年
間
の
感
想
を
述
べ

る
伊
藤
祐
一
郎
知
事
�
1
日
、
県
庁
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伊
藤
祐
一
郎
知
事
は
1

日
の
記
者
会
見
で
、
経
済

産
業
省
に
対
し
、
九
州
電

力
川
内
原
発
（
同
県
薩
摩

川
内
市
）
の
再
稼
働
の
必

要
性
を
文
書
で
地
元
に
明

示
す
る
よ
う
要
請
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は

川
内
原
発
に
関
し
、
新
規

制
基
準
を
満
た
す
と
す
る

審
査
書
案
を
ま
と
め
て
お

り
、
秋
に
も
全
国
で
初
め

て
再
稼
働
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

伊
藤
知
事
は
経
産
省
に

文
書
を
求
め
た
理
由
に

「
国
の
責
任
が
明
確
に
さ

れ
な
い
。
（
地
元
は
）
極

め
て
動
き
に
く
い
」
と
説

明
。
再
稼
働
の
是
非
に
は

「
最
終
的
に
全
体
を
見
な

が
ら
判
断
す
る
」
と
述
べ

る
一
方
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
最
終
的
に
は
国
の

責
任
。
対
応
を
地
方
公
共

団
体
に
委
ね
る
の
は
間
違

い
だ
と
思
う
」
と
指
摘
し

た
。ま

た
規
制
委
の
田
中
俊

一
委
員
長
が
、
新
規
制
基

準
を
「
世
界
最
高
水
準
」

と
評
価
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
「
審
査
書
案
が
確

定
し
た
場
合
、
世
間
一
般

で
安
全
が
保
証
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
だ
」
と
話
し

た
。

規
制
委
は
審
査
書
案
に

対
す
る
国
民
の
意
見
を
聞

い
た
上
で
正
式
な
審
査
書

を
完
成
さ
せ
る
。
そ
の
上

で
再
稼
働
に
は
地
元
自
治

体
の
同
意
が
必
要
に
な

る
。

【
概
況
】
台
風
12
号
や
湿
っ
た
空
気
の
影
響

を
受
け
、
雨
で
雷
を
伴
い
激
し
く
降
る
所

が
あ
る
。
海
上
は
う
ね
り
を
伴
い
波
が
高

く
、
大
し
け
と
な
る
所
が
あ
る
。

７面に関連データきょう 南の風
強く、雨時々
曇り所により
雷を伴い激し
く降る
あ す 南の風
やや強く、曇
り一時雨

●海上→きょう6後4
㍍、あす4後2．5㍍の波
で両日ともうねりを伴
う

５０５０ ５０

菅
義
偉
官
房
長
官
は
1

日
の
記
者
会
見
で
、
鹿
児

島
県
の
伊
藤
祐
一
郎
知
事

が
九
州
電
力
川
内
原
発

（
同
県
薩
摩
川
内
市
）
の

再
稼
働
の
必
要
性
を
文

書
で
示
す
よ
う
経
済
産

業
省
に
求
め
た
こ
と
に

つ
い
て
、
要
請
に
応
じ
る

方
向
で
検
討
す
る
意
向
を

示
し
た
。
「
経
産
省
で
適

切
に
対
応
す
る
」
と
述
べ

た
。同

時
に
「
原
発
再
稼
働

に
当
た
っ
て
は
、
立
地
自

治
体
関
係
者
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
大
事
だ
。
事
業

者
が
丁
寧
に
説
明
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
国
と

し
て
も
し
っ
か
り
説
明
し

て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

℃℃

日出5：44 日入19：12

月出10：59 月入22：43

満潮 10：23＝潮位183

22：44＝潮位195

干潮 4：22＝潮位83

16：29＝潮位80

いずれも名瀬

瀬
戸
内
町
須
手
と
手
安

間
の
県
道
名
瀬
瀬
戸
内
線

で
は
暴
風
に
あ
お
ら
れ
た

と
み
ら
れ
る
2
台
の
軽
貨

物
車
が
横
転
。
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
が
吹
き
飛
ば
さ

れ
る
な
ど
、
暴
風
の
猛
威

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け

た
。
瀬
戸
内
署
に
よ
る
と
、

け
が
人
な
ど
は
な
か
っ

た
。瀬

戸
内
町
役
場
は
、
防

災
無
線
で
台
風
の
進
路

予
想
や
中
心
位
置
、
気

圧
、
最
大
風
速
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
流
し
、
大

雨
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て

厳
重
警
戒
を
呼
び
掛
け

た
。

奄
美
市
議
会
の
議
会
運

営
委
員
会
（
渡
京
一
郎

委
員
長
）
が
1
日
あ
り
、

9
月
定
例
会
の
日
程
を
決

め
た
。
9
月
9
日
に
開
会

し
、
会
期
は
26
日
ま
で
の

18
日
間
。
一
般
質
問
は
10

〜
12
日
と
16
日
の
4
日
間

を
予
定
。
日
程
は
次
の
通

り
。▽

9
月
9
日

開
会
本

会
議
▽
10
〜
12
日
、
16
日

一
般
質
問
▽
17
日

本

会
議
▽
18
、
19
日

常
任

委
員
会
審
査
▽
26
日

最

終
本
会
議

先
月
末
、
奄
美
の
小
中
学
生
が
参
加
し

た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
や
少
年
の
主
張
大
会

を
相
次
い
で
取
材
し
た
。
い
ず
れ
も
自
ら

の
考
え
を
自
分
の
言
葉
で
素
直
に
表
現
し

て
い
た
▼
「
こ
ど
も
環
境
大
臣
」
を
任
命

す
る
た
め
県
が
募
集
す
る
「
環
境
レ
タ
ー
」
。
8
回

目
の
本
年
度
も
、
海
岸
の
漂
着
ご
み
調
査
活
動
な
ど

環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
龍
郷
町
か
ら
堀
内
藍

さ
ん
と
谷
田
部
菜
月
さ
ん
の
2
人
が
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
▼
谷
田
部
さ
ん
は
漂
着
ご
み
の
減
少
傾
向
を
安

心
す
る
一
方
で
、
集
落
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
後
ろ
に
家

電
製
品
や
衣
類
が
放
棄
さ
れ
、
道
端
に
は
ジ
ュ
ー
ス

パ
ッ
ク
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
現
実
に
衝
撃
を
受

け
、
「
大
好
き
な
集
落
の
景
色
が
変
わ
ら
な
い
で
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
▼
中
学
生
に
よ
る
少
年
の
主
張
県

大
会
に
は
川
畑
瀬
莉
さ
ん
と
町
田
菜
実
喜
さ
ん
が
出

場
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
や
奄
美
群
島
日
本
復
帰

周
年
を
テ
ー
マ
に
発
表
。
奄
美
市
出
身
の
前
田
息
吹

君
は
親
元
を
離
れ
て
の
寮
生
活
で
の
成
長
を
誓
っ
て

い
た
▼
「
ハ
ン
セ
ン
病
は
病
気
自
体
が
怖
い
の
で
は

な
く
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
理
由
に
差
別
す
る
人
の
心
が

怖
い
の
だ
」
「
復
帰

周
年
で
企
画
・
挙
行
さ
れ
た

記
念
行
事
が
単
な
る
お
祭
り
行
事
で
終
わ
っ
て
し
ま

っ
て
は
意
味
が
な
い
」
。
聞
き
な
が
ら
、
思
わ
ず
ハ

ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
▼
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
・
全
国

審
査
で
入
選
し
た
福
田
桃
香
さ
ん
は
水
に
感
謝
し
、

節
水
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。
み
ず
み
ず
し
い
感
性

が
に
じ
む
文
章
だ
か
ら
こ
そ
共
感
を
呼
ぶ
の
だ
。

8㈮

50

7㈭

50

6㈬

50

5㈫

40

4㈪

40

3㈰

60

週間天気と

降 水 確 率

273226322632263326322632最高／最低

朝 昼 夜

最高 最低

２９３４

ききょょううのの天天気気

き
ょ
う
の

予
想
気
温

降
水
確
率
％

８月２日（土）

２０１４年（平成２６年）

旧暦７月７日・先勝

月齢6．2

小潮

きょう夕まで１２号の強風

連
続
台
風

影
響
長
期
化
も

最
大
瞬
間
３８
㍍
、時
間
雨
量
３７
㍉

（（11日日1188時時現現在在））
進路予想図

台台風風１１１１号号

奄奄美美大大島島

２２日日１１８８時時

３３日日１１５５時時

４４日日１１５５時時

５５日日１１５５時時

６６日日１１５５時時

台台風風１１２２号号

強
風
域

２２日日００６６時時

２２日日１１８８時時

暴暴風風警警戒戒域域

予予報報円円

第22167号



（8）2014年（平成２６年）8月2日 土曜日【第３種郵便物認可】

面積396.70㎡（120坪）分筆可・地目/宅地、
第1種中高層住居専用地域、建ぺい率60%、
容積率200%、浦上公民館より徒歩1分

面積126.98㎡（38.41坪）地目/宅地・第1種
中高層住居専用地域、建ぺい率60%、容積率
200%、浦上入口バス停より徒歩3分

●浦上町 万
円2,160

●浦上町 万
円750

木造平屋造り、2LDK（LDK11.3・和6・洋
5.2）、敷金2ヵ月、仲介料1ヵ月、駐車場2台込

●赤尾木（新築・一戸建） 万
円6.0

木造2階建2階部分、3DK（DK6・和6・洋
6×2）、平成13年新築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ
月、仲介料1ヵ月、駐車場込

●赤尾木 万
円4.9

木造2階建2階部分、1K（8）、平成13年新
築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ月、仲介料1ヵ月、エ
アコン有り、駐車場込

●赤尾木 万
円3.0

鉄筋コンクリート造4階建1階部分、2DK（和
6・洋6.8・DK8.6）、駐車場代5,000円、平成15
年新築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ月、仲介料1ヵ月

●朝日町 万
円5.8

木造平屋造り、2LDK（LDK14.3・和6.2・洋
6.2）、平成19年新築・敷金2ヵ月、礼金1ヵ
月、仲介料1ヵ月、駐車場2台込

●赤尾木（一戸建） 万
円6.0

木造平屋造り、3DK（DK7.5・洋6×2・和6）、
平成15年新築・礼金1ヵ月、敷金1ヵ月、仲介
料1ヵ月、前家賃、駐車場2台込、DKクーラー
有り、浦上公民館より徒歩2分、8月空予定

●浦上町（一戸建） 万
円6.5

(朝日中学校プール向い)

国土交通大臣免許（1）第8118号
【広告有効期限　平成26年8月末日】

貸　
　
　

  

家

売　

地

☎09970997-6969-36333633☎0997-69-3633

あおぞら小規模多機能事業所あおぞら小規模多機能事業所あおぞら小規模多機能事業所
奄美市名瀬幸町20番17号奄美市名瀬幸町20番17号奄美市名瀬幸町20番17号

連絡先

旧名瀬市に初めての
小規模多機能事業所が誕生しました。
あおぞら小規模多機能事業所

●今までの介護サービスとは大きく違います。
●自宅に24時間365日の安心を届けます。
●通い、宿泊、訪問、電話での安否確認、薬の服薬確
　認、戸締まりの確認、配食といった各サービスを組
　み合わせて自宅で生活するために必要な支援をし
　ていきます。　　（利用料は介護保険で定額）

■特におすすめしたい方
1.　デイサービスに行けない方（短時間でも利用可）
2.　介護サービスに時間の制約があり家族の仕事に
　　　支障がある方

3.　1日何回も見守りが必要。今の介護保険の限度額
　ではいっぱいで介護に困っている方
4.　家族の急な外出、出張・冠婚葬祭などに対応がで
　きないので困っている方
6.　家族が介護につきっきりになり休めない
7.　一人住まいで食事や戸締り、服薬の確認ができな
　　　い。

※詳しい事はお問い合わせ下さい。　

奄美市名瀬末広町3-1（測候所前）☎・FAX0997-52-1264

めがね・補聴器・コンタクト 信頼のおつきあい

●はじめて補聴器を使うので試したい。（本人）
●お父さん・お母さんに試してほしい。（ご家族）
●現在使用している補聴器が合わないので。
●買い替えようか迷っている。
●予算を安くすませたい。

＊お客様のご予算に合わせて
　調整いたします。
＊眼科処方箋調整いたします。
　

＊各市町村補聴器支給制度指定店
＊クレジットOKです。

✿さわやかで快適な視力・自然でやさしい聞こえ✿

●近視・乱視・老眼レンズ1枚

＊好評! 補聴器試聴レンタル無料

2,500円～

●フレーム 5,000円～

●遠近両用レンズ1枚 7,500円～

島
内
一
円　

本
社
小
売
店
に
て

島
内
一
円　

本
社
小
売
店
に
て

島
内
一
円　

本
社
小
売
店
に
て

TEL　0997-52-2118
FAX　0997-53-2119

商標登録　第5482349号

贈答用箱入りもあります。贈答用箱入りもあります。

好
評
販
売
中
!!

※

ご
贈
答
品
、及
び
お
祝
い
品
に
ご
活
用
下
さ
い
。

※

ご
贈
答
品
、及
び
お
祝
い
品
に
ご
活
用
下
さ
い
。

※

ご
贈
答
品
、及
び
お
祝
い
品
に
ご
活
用
下
さ
い
。

精
米
し
た
て
の
お
米

精
米
し
た
て
の
お
米

精
米
し
た
て
の
お
米

精
米
し
た
て
の
お
米

奄美レンタカー
空港前有料駐車場

空港前信号機角

☎55-2633

250円/日
洗車サービス

■アンティーク製品
■リサイクル品
■その他

リサイクル＆MONO倶楽部
※不要品がありましたらご相談下さい。

110：00
　～1　～18：

0010：00
　～1　～18：

00営

手作りコーナーあります。手作りコーナーあります。
お持帰り特価 最大40％OFFお持帰り特価 最大40％OFF

奄美店
結婚祝・出産祝・快気祝・新築祝・各種内祝・仏事法要・記念品等結婚祝・出産祝・快気祝・新築祝・各種内祝・仏事法要・記念品等

出
産
内
祝
い
の
方
へ

出
産
内
祝
い
の
方
へ

出
産
内
祝
い
の
方
へ

写
真
入
り
命
名
札
を

サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま
す
。

贈り物専門店

お
盆
お
盆

お
中
元

お
中
元

タオル・寝具・陶器・洗剤・米・焼酎・雑貨etc…

10時～19時営業 名瀬塩浜町5-3 ☎58-4040年中無休
奄美のお土産コーナー新設しました！

全国宅配価格 最大30％OFF全国宅配価格 最大30％OFF

男・女1,500円
焼酎飲み放題

ラウンジ 銀馬車
★カラオケ1曲100円（景品有り）

営業/PM8：00～AM4：00

080-5604-5790☎53-2722
不定休

8時～10時まで

●生ビール、サワー類 300円 円300円
毎週火曜日
生ビール

3,000円～

5名～30名様 2時間30分

名瀬金久町16-7 ☎52-2323　休：日曜日
ゆらい処

飲み放題コース

55-4411

3,000円

配達盛皿

53 53

広
告
は

nankai@
bronze.ocn.ne.jp

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

県吹奏楽コン

樟樟
南南
第第
二二
、、初初
のの
県県
代代
表表

天
城
中
の
２
人
は
「
お
り
べ
賞
」

交
流
事
業
で
来
島
奄
美
市

住
用
町

和
泊
中
サ
ッ
カ
ー
部
も

自
然
の
家
に
延
泊

富
士
登
山
者

３３

％

減

少

山
梨
側
で「
弾
丸
」半
減
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７月の運航実績
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利
用
客
９
４
０
０
人
、予
約
率
８５
％

「
教
員
も
楽
し
ん
で
実
践
」

徳
島
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
大
会
が
閉
幕

第
59
回
鹿
児
島
県
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
吹
奏

楽
連
盟
、
朝
日
新
聞
社
主

催
）
の
全
日
程
が
31
日
に

終
了
し
、
高
校
Ａ
小
編
成

部
門
（
25
人
以
下
）
で
金

賞
を
受
賞
し
た
天
城
町
の

樟
南
第
二
高
校
が
初
の
県

代
表
に
選
ば
れ
た
。
中
学

Ｂ
部
門
で
金
賞
を
受
賞
し

た
天
城
中
の
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ウ
ム
奏
者
の
坂
田
美
絵
奈

さ
ん
（
3
年
）
と
チ
ュ
ー

バ
奏
者
の
岩
木
春
菜
さ
ん

（
2
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
個

人
賞
「
お
り
べ
賞
」
に
選

ば
れ
た
。

樟
南
第
二
高
校
吹
奏
楽

部
（
牧
孝
輝
部
長
）
は
部

員
14
人
。
同
部
は
9
日
に

熊
本
市
で
開
か
れ
る
南
九

州
吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
場
す
る
。
有
川
一
顧
問

は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
部

員
の
高
い
意
識
が
県
代
表

に
つ
な
が
っ
た
。
鹿
児
島

大
会
で
受
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
参
考
に
修
正
し
て
、

多
く
の
人
に
演
奏
を
届
け

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

自
由
曲
は
卒
業
生
を
含

め
部
員
全
員
が
思
い
入
れ

の
あ
る
「
コ
ー
ラ
ル
・
ブ

ル
ー
沖
縄
民
謡
『
谷
茶
前
』

の
主
題
に
よ
る
交
響
的
印

象
」
。
有
川
顧
問
は
「
演

奏
順
も
最
後
か
ら
2
番
目

で
観
客
も
多
く
、
こ
れ
ま

で
の
頑
張
り
を
た
く
さ
ん

の
人
に
伝
え
よ
う
と
良
い

演
奏
で
き
た
」
と
も
語
っ

た
。県

大
会
は
7
月
25
日
か

ら
7
日
間
、
鹿
児
島
市
民

文
化
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
小

学
校
か
ら
一
般
ま
で
2
0

9
団
体
が
出
場
し
た
。「
お

り
べ
賞
」
は
鹿
児
島
県
と

姉
妹
盟
約
を
結
ぶ
岐
阜
県

の
吹
奏
楽
連
盟
か
ら
贈
ら

れ
る
賞
で
、
各
日
の
演
奏

の
中
で
審
査
員
の
印
象
に

残
っ
た
個
人
や
パ
ー
ト
に

贈
ら
れ
る
。
天
城
中
は
部

門
中
9
人
と
最
も
人
数
が

少
な
か
っ
た
が
、
重
信
彩

香
顧
問
は
「
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
本
番
で
発
揮
で

き
、
一
人
一
人
が
し
っ
か

り
音
を
出
せ
た
。
受
賞
は

本
人
た
ち
も
驚
い
て
い

た
」
と
話
し
て
い
た
。

大
島
地
区
関
係
の
結
果

は
以
下
の
通
り
（
日
程

順
）。【高

校
Ｂ
】
▽
銀
賞

大
島
北
、
喜
界
、
沖
永
良

部
【
高
校
Ａ
】
▽
金
賞

大
島
▽
銀
賞

与
論
、
奄

美
、
徳
之
島

【
高
校
Ａ
小
編
成
】
▽

金
賞

樟
南
第
二
（
県
代

表
）【

中
学
Ｂ
】
▽
金
賞

名
瀬
、
古
仁
屋
、
天
城
▽

銅
賞

与
論
、
知
名
、
赤

木
名【

小
学
校
】
▽
金
賞

天
城
▽
銀
賞

亀
津

【
中
学
Ａ
小
編
成
】
▽

銅
賞

亀
津

【
中
学
Ａ
】
▽
銀
賞

金
久
、
龍
南
、
朝
日
▽
銅

賞

小
宿
、
和
泊

奄
美
市
住
用
町
と
の
交
流
体

験
で
奄
美
大
島
に
31
日
ま
で
の

滞
在
予
定
だ
っ
た
長
野
県
小
川

村
の
小
学
生
ら
28
人
は
、
飛
行

機
欠
航
で
足
止
め
。
30
日
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
た
後
、
住
用
公

民
館
で
2
日
間
を
過
ご
し
た
。

小
川
村
の
福
島
誠
教
育

長
（
54
）
は
「
住
用
町
と

17
年
続
く
交
流
で
初
め

て
。
住
用
町
の
方
々
に
は

食
事
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
用

意
し
て
も
ら
い
、
よ
く
し

て
も
ら
っ
た
」。

一
行
は
7
月
28
日
に
来

島
。
初
め
て
南
国
の
台
風

も
経
験
し
た
。
31
日
夜
は

公
民
館
で
、
強
風
に
揺
れ

る
窓
や
雨
音
で
眠
れ
ぬ
夜

を
過
ご
し
た
。

西
澤
尚
典
君
（
小
川
小

6
年
）
は
「
夜
は
風
の
音

が
す
ご
く
て
、
あ
ま
り
眠

れ
な
か
っ
た
」
と
疲
れ
た

様
子
。
引
率
し
た
内
田
正

さ
ん
（
55
）
は
「
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
、
あ
り
が

た
く
思
う
。
子
ど
も
た
ち

は
不
安
な
夜
を
過
ご
し
た

よ
う
だ
が
、
一
生
忘
れ
ら

れ
な
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

奄
美
市
笠
利
町
で
7
月

26
〜
30
日
に
開
か
れ
た
サ

ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
た

和
泊
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
部

員
や
保
護
者
な
ど
39
人

は
、
船
便
の
欠
航
で
、
同

市
名
瀬
の
県
立
奄
美
少
年

自
然
の
家
に
延
泊
し
て
い

る
。生

徒
ら
は
時
間
を
区
切

っ
て
自
習
に
取
り
組
む
な

ど
落
ち
着
い
た
様
子
。
主

将
の
森
田
颯
君
�
3
年
�

は
「
こ
う
い
う
時
こ
そ
、

規
律
を
守
っ
た
行
動
が
大

切
」
。
松
元
俊
之
監
督

（
42
）
は
「
施
設
側
の
協

力
に
感
謝
し
て
い
る
。
地

元
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な

ど
か
ら
も
差
し
入
れ
を
頂

き
、
大
変
心
強
く
思
う
」

と
語
っ
た
。

一
方
、
引
率
の
保
護
者

か
ら
は
、
帰
り
の
日
程

の
め
ど
が
立
た
な
い
こ

と
へ
の
不
安
も
。
保
護
者

の
1
人
は
「
12
号
の
後
ろ

に
は
11
号
も
あ
る
。
一
日

も
早
く
、
無
事
に
帰
り
た

い
」
と
祈
る
よ
う
に
話
し

た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

施
設
内
の
食
堂
で
自
習
に

取
り
組
む
和
泊
中
サ
ッ
カ

ー
部
の
生
徒
�
1
日
、
県

立
奄
美
少
年
自
然
の
家

低
所
得
の
家
庭
の
子
ど
も

は
休
日
の
朝
食
を
抜
き
が
ち

で
、
野
菜
は
あ
ま
り
食
べ
ず
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
よ
く
食

べ
て
い
る
―
。
小
学
生
約
9
0

0
人
を
対
象
に
実
施
し
た
厚
生

労
働
省
研
究
班
の
調
査
で
、
こ

ん
な
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。こ

れ
ま
で
も
家
で
き
ち
ん
と

食
事
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
と
、
疑
わ
れ
る
子
ど
も
の

存
在
が
関
係
者
か
ら
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
研
究
班
は
、
世
帯
の

経
済
状
況
と
食
生
活
の
関
連
を

示
す
初
の
本
格
的
な
調
査
と
し

て
お
り
、
給
食
な
ど
で
子
ど
も

の
栄
養
を
ど
う
補
っ
て
い
く
か

が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

調
査
は
新
潟
県
立
大
の
村
山

伸
子
教
授
ら
が
2
0
1
3
年
9

〜
12
月
、
東
日
本
の
4
県
6
市

町
村
で
実
施
。
小
学
5
年
生
9

2
3
人
と
そ
の
保
護
者
か
ら
子

ど
も
の
食
事
内
容
と
保
護
者
の

所
得
に
つ
い
て
、回
答
を
得
た
。

標
準
的
な
所
得
の
半
分
を
下
回

る
世
帯
を
低
所
得
と
し
、
そ
れ

以
外
の
一
般
世
帯
の
子
ど
も
と

比
べ
た
。

子
ど
も
の
性
別
や
居
住
地

域
、
家
族
構
成
を
調
整
し
て
分

析
。
こ
の
結
果
、
低
所
得
世
帯

の
子
ど
も
が
「
休
日
の
朝
食
を

食
べ
な
い
、
ま
た
は
食
べ
な
い

こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
る
確
率

は
、
一
般
世
帯
の
1
・
6
倍
に

上
っ
た
。

ま
た
「
家
庭
で
野
菜
を
食
べ

る
頻
度
が
低
い
（
週
2
、
3
回

以
下
）」
は
2
・
0
倍
、「
イ
ン

ス
タ
ン
ト
麺
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
を
週
1
回
以
上
食
べ
る
」
は

2
・
7
倍
と
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き

な
差
が
あ
っ
た
。

村
山
教
授
は
「
貧
困
家
庭
の

子
ど
も
の
食
事
は
主
食
に
偏
り

が
ち
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
親

の
食
の
知
識
の
有
無
な
ど
も
分

析
し
、
対
策
を
考
え
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

環
境
省
は
1
日
、
山
梨
、

静
岡
両
県
か
ら
7
月
1
〜

21
日
の
間
に
富
士
山
に
登

っ
た
の
は
、
前
年
同
期
よ

り
33
％
少
な
い
5
万
2
8

1
7
人
だ
っ
た
と
発
表
し

た
。
残
雪
の
た
め
静
岡
側

の
三
つ
の
登
山
道
開
通
が

最
大
で
17
日
遅
れ
た
こ
と

や
、
梅
雨
の
期
間
に
悪
天

候
が
続
い
た
こ
と
が
影
響

し
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
山
梨
側
の
吉
田

口
6
合
目
で
独
自
に
集
計

し
て
い
る
山
梨
県
富
士
吉

田
市
に
よ
る
と
、
7
月
1

〜
31
日
の
登
山
者
数
は
前

年
同
期
に
比
べ
31
％
減
の

7
万
2
5
0
3
人
。
午
後

9
時
〜
午
前
0
時
に
入
山

す
る
い
わ
ゆ
る
「
弾
丸
登

山
者
」
は
4
9
3
7
人
で
、

前
年
に
比
べ
51
％
減
り
、

集
計
を
始
め
た
2
0
0
7

年
以
降
最
も
少
な
か
っ

た
。市

の
担
当
者
は
「
山
梨
、

静
岡
両
県
が
弾
丸
登
山
の

自
粛
を
呼
び
掛
け
た
り
、

吉
田
口
5
合
目
ま
で
の
夜

間
バ
ス
を
な
く
し
た
り
し

た
成
果
が
表
れ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
話
し
た
。

環
境
省
は
8
合
目
付
近

に
設
置
し
た
赤
外
線
セ
ン

サ
ー
で
、
富
士
吉
田
市
は

吉
田
口
5
合
目
か
ら
比
較

的
簡
単
に
行
け
る
同
6
合

目
で
目
視
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
登
山
者
数
を
集
計
し

て
い
る
。

7
月
1
日
に
成
田
―
奄

美
線
を
就
航
さ
せ
た
格
安

航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の

バ
ニ
ラ
・
エ
ア
（
本
社
・

千
葉
県
成
田
市
、
石
井
知

祥
社
長
）
は
1
日
、
同
路

線
1
カ
月
間
の
運
航
実

績
（
速
報
値
）
を
発
表
し

た
。
利
用
客
は
約
9
4
0

0
人
。
予
約
率
は
目
標
の

90
％
に
は
達
し
な
か
っ
た

が
、
85
％
は
超
え
た
と
い

う
。
同
社
広
報
担
当
者

は
「
順
調
な
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
た
」
と
評
価
し
て
い

る
。利

用
客
約
9
4
0
0

人
の
う
ち
、
奄
美
行
き
の

乗
客
は
約
4
9
0
0
人
、

成
田
行
き
の
乗
客
は
約

4
5
0
0
人
。
他
の
路

線
同
様
に
7
、
8
月
は
年

間
で
最
も
利
用
客
が
増

え
る
た
め
、
予
約
率
目
標

は
90
％
に
設
定
し
て
い
た

が
、
同
社
は
「
85
％
前
後

で
、
若
干
目
標
に
は
届

か
な
か
っ
た
が
決
し
て
悪

い
数
字
で
は
な
い
」
と
し

て
い
る
。
8
月
予
約
率
は

既
に
90
％
を
超
え
、
好
調

に
推
移
し
て
い
る
と
い

う
。同

社
広
報
担
当
は
「
こ

の
1
カ
月
間
、
奄
美
線
に

は
お
客
さ
ん
か
ら
の
喜
び

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

私
ど
も
の
大
き
な
励
み
に

な
っ
て
い
る
。
成
田
か
ら

レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
行
か
れ

る
人
も
増
え
た
と
思
う
」

と
話
し
た
。
同
社
は
「
9

月
以
降
が
勝
負
」
と
み
て

お
り
、
奄
美
線
の
Ｐ
Ｒ
に

さ
ら
に
力
を
入
れ
る
考
え

だ
。

気
象
庁
は
1
日
、
7
月
の

気
象
ま
と
め
を
発
表
し
た
。

北
日
本
や
東
日
本
は
高
気
圧

に
覆
わ
れ
て
晴
れ
た
日
が
多

く
、
平
均
気
温
は
北
海
道
で

1
・
8
度
、
東
北
で
1
・
3

度
そ
れ
ぞ
れ
高
く
な
っ
た
。

最
高
気
温
が
35
度
を
超
え
る

猛
暑
日
も
相
次
い
だ
。一
方
、

特
別
警
報
が
出
た
台
風
8
号

の
影
響
で
、
沖
縄
県
や
の
奄

美
地
方
で
は
記
録
的
な
大
雨

と
な
っ
た
ほ
か
、
各
地
で
局

地
的
に
激
し
い
雨
が
降
っ

た
。猛

暑
日
を
記
録
し
た
の
は

全
国
の
延
べ
8
5
1
地
点
。

こ
の
う
ち
大
半
は
下
旬
に
集

中
し
、
1
8
7
地
点
だ
っ
た

25
日
と
2
3
1
地
点
だ
っ
た

翌
26
日
の
2
日
間
だ
け
で
半

数
近
く
を
占
め
た
。

降
水
量
は
奄
美
地
方
で
平

年
の
約
1
・
9
倍
、
沖
縄
も

平
年
の
約
1
・
4
倍
と
多
か

っ
た
。
地
点
別
で
は
計
4
9

4
㍉
の
那
覇
市
や
5
3
1
・

5
㍉
の
沖
縄
県
名
護
市
で
平

年
の
約
3
・
5
倍
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
7
月
の
月
間
雨
量

と
し
て
史
上
2
位
と
3
位
だ

っ
た
。

日
照
時
間
は
、
梅
雨
前
線

の
影
響
が
小
さ
か
っ
た
北
日

本
や
東
日
本
の
太
平
洋
側
で

多
く
、
平
年
比
で
は
北
海
道

や
東
北
で
約
1
・
3
倍
、
関

東
甲
信
や
北
陸
で
そ
れ
ぞ
れ

約
1
・
2
倍
だ
っ
た
。

徳
島
市
で
開
催
さ
れ
て

い
た
第
19
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国

大
会
は
1
日
、
新
聞
を
活

用
し
た
公
開
授
業
や
実
践

報
告
を
し
て
2
日
間
の
日

程
を
終
え
た
。
閉
会
式
で

主
催
者
側
は
「
指
導
す
る

教
員
ら
が
実
践
を
楽
し
ん

で
自
ら
を
高
め
よ
う
と
し

て
い
た
」
と
総
括
し
た
。

来
年
は
秋
田
市
で
開
催
す

る
予
定
。

公
開
授
業
は
徳
島
県
の

小
中
高
6
校
が
実
施
。
石

井
町
立
高
原
小
の
5
年
生

は
、
こ
れ
か
ら
作
る
徳
島

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
グ

ル
メ
と
観
光
の
ど
ち
ら
を

メ
ー
ン
に
す
る
か
討
論
し

た
。
徳
島
ラ
ー
メ
ン
や
阿

波
お
ど
り
な
ど
の
名
物
を

紹
介
し
た
地
元
の
新
聞
記

事
を
基
に
「
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

り
、
新
た
な
ア
ピ
ー
ル
が

で
き
る
」
と
し
て
グ
ル
メ

を
選
ん
だ
。

吉
野
川
市
立
知
恵
島
小

は
、
4
年
生
が
記
事
に
付

け
る
見
出
し
を
議
論
。
今

年
の
全
国
高
校
野
球
選

手
権
石
川
大
会
決
勝
で
、

星
稜
高
校
が
最
終
回
に
8

点
差
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
記
事

の
主
見
出
し
に
は
「
星
稜

奇
跡
の
大
逆
転
」
や
「
驚

異
の
粘
り
で
大
逆
転
」
と

い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
出

た
。徳

島
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協

議
会
会
長
の
原
卓
志
鳴
門

教
育
大
教
授
は
閉
会
式
で

「
私
自
身
が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
楽

し
み
、
ご
く
普
通
の
教
育

的
営
み
に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
締
め
く
く

っ
た
。

低
所
得
家
庭
、朝
食
抜
き
傾
向

社 会

小
学
生
９
０
０
人
対
象
調
査

県
代
表
に
選
ば
れ
た
樟
南
第
二
高
校
の
吹
奏
楽
部

（
提
供
写
真
）長長野野のの児児童童ららもも足足止止めめ

奄
美
空
港
に
到
着
し
た
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
の
成
田
―

奄
美
線
の
初
便
�
7
月
1
日
、
奄
美
市
笠
利
町

奄美７月は記録的大雨

台
風
８
号
の
影
響
、平
年
の
１
・
９
倍
気
象
庁

ま
と
め

公
民
館
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
過
ご
す
長
野
県
小
川
村
の
小

学
生
た
ち
�
1
日
、
奄
美
市
住
用
町
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ココ

●

●

●
←至長浜町 小浜町至→

●岩崎SS

ドコモショップ
名瀬店
ドコモショップ
名瀬店
ドコモショップ
名瀬店

軽トラ

西田

ゴ
ミ

奄美市名瀬鳩浜町141
℡090-3537-7951

創作料理

まだ流
水連洞・ターチ

当分の間予約のみの営業とさせて頂きます
ドラッグ
イレブン

鳩浜公園鳩浜駐在所

ココ
アネックスG

パーラ大丸

＊お１人様
￥3,000～

＊料理のみ
￥3,000￥2,500～

（料理付・飲み放題）

＊女性と
　キープドライバー

3
名
様
〜
20
名
様
位
迄

盛業中！

◎Aコース◎◎Aコース◎ ◎Bコース◎◎Bコース◎

飲み物は
自由持込

奄
美
市
名
瀬
朝
仁
町
7
番
29
号
☎（
52
）7
8
3
7

※
ご
希
望
の
方
は
電
話
連
絡
の
上
、履
歴
書
持
参
で

　　

ご
来
社
下
さ
い
。

有
限
会
社 

南
西
通
信
シ
ス
テ
ム

□
通
信
機
器
従
事
者　　　

若
干
名

◆

社員募集
●

離
島
出
張
・
高
所
作
業
あ
り

●

要
普
通
免
許

連
絡
先　

０
９
０・８
９
１
２・８
０
８
３

①
調
理
員…

…
…

１
名

②
調
理
パ
ー
ト…

２
名

●
勤
務
先
＝
①
②
大
島
保
養
院（
瀬
戸
内
町
阿
木
名
）

　
　
　
　

＝
③
い
づ
は
ら
医
院（
瀬
戸
内
町
古
仁
屋
）

●
勤
務
時
間
＝
①
８
時
間（
シ
フ
ト
制
・
週
休
２
日
制
）

　
　
　
　
　
②
８
時
間（
週
２
〜
３
日
程
度
の
出
勤
）

　
　
　
　
　
③
5.5
時
間（
週
３
回
程
度
・
5.5
時
間
と

　
　
　
　
　
　

８
時
間
の
変
則
勤
務
）

●
給　

与
＝
①
②
時
給
７
０
０
円
〜（
賞
与
有
）

　
　
　
　
　
③
時
給
６
７
０
円
〜

※

ご
希
望
の
方
は
、電
話
連
絡
の
上
、履
歴
書
持
参

　
に
て
ご
来
院
下
さ
い
。日

清
医
療
食
品
㈱

連
絡
先
＝
日
清
医
療
食
品
㈱
南
九
州
支
店

０
１
２
０
ー
３
２
３
ー
５
０
０（
担
当
・
山
本
）

募　　集 就職情報就職情報

台風１２号

暴
風
に
人
も
物
も
動
け
ず

後
続
の
１１
号
に
も
警
戒

生
鮮
食
料

品
薄
広
が
る

物
流
ま
ひ
、旧
盆
へ
の
影
響
懸
念

最大で４６００戸停電

大和村では断水も

強
風
で
転
倒
し
女
性
が
け
が

空
、海
と
も
全
便
欠
航

空
の
便
は
２
日
通
常
運
航
へ

観
光
客
、ロ
ビ
ー
で
た
め
息

奄
美
空
港

徳

之

島

の

子
牛
競
り
延
期

労
災
隠
し
で
書
類
送
検

建
設
会
社
、事
故
報
告
せ
ず

農
作
物
な
ど

事
後
対
策
を

県
が
呼
び
掛
け

女
子
生
徒
、

精
神
鑑
定
へ

佐
世
保
高
１
女
子
殺
害

オ
ウ
ム
施
設

一
斉
立
ち
入
り

公
安
庁
、全
国
２３
カ
所

建
造
物
侵
入
、窃
盗

容
疑
で
男
を
逮
捕

奄
美
署

大
型
の
台
風
12
号
は
1
日
、
奄
美
全
域
を
暴
風
域
に
巻
き
込
み
東
シ
ナ
海
を
北
上
し
た
。
海
空
の
便
は
全

て
ス
ト
ッ
プ
。
奄
美
の
島
々
と
本
土
、
そ
し
て
群
島
間
で
人
と
物
の
動
き
も
止
ま
っ
た
。
子
ど
も
ら
は
夏
休

み
中
で
、
旧
盆
も
迫
る
奄
美
。
交
通
ダ
イ
ヤ
の
復
旧
を
待
ち
わ
び
る
声
が
膨
ら
む
一
方
で
、
不
気
味
な
動
き

を
見
せ
る
台
風
11
号
へ
の
警
戒
感
も
強
ま
っ
て
い
る
。

定
期
船
の
欠
航
で
奄
美

地
方
は
物
流
が
ス
ト
ッ

プ
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は

乳
製
品
や
生
鮮
食
料
品
が

店
頭
か
ら
姿
を
消
し
始
め

た
。
宅
配
運
送
の
関
係
業

者
の
間
で
は
、
お
中
元
や

盆
用
の
贈
答
品
が
奄
美
と

県
本
土
の
双
方
で
足
止
め

状
態
。
船
便
再
開
の
め
ど

が
立
た
な
い
中
、
8
日
の

旧
盆
入
り
を
前
に
台
風
11

号
の
接
近
も
予
想
さ
れ
、

関
係
者
は
頭
を
抱
え
て
い

る
。奄

美
市
の
ス
ー
パ
ー
で

は
乳
製
品
の
陳
列
棚
が

徐
々
に
品
薄
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
関
係
者
は
「
次

の
入
荷
は
定
期
船
次
第
だ

が
、
11
号
の
動
き
が
気
に

な
る
。
旧
盆
前
で
果
物
や

野
菜
が
不
足
す
る
可
能
性

も
あ
る
」
と
長
期
化
の
影

響
を
懸
念
す
る
。

買
い
物
に
訪
れ
た
同
市

の
自
営
業
、
大
迫
ツ
エ
ミ

さ
ん
（
64
）
は
「
品
物
が

入
ら
な
い
と
生
活
が
回
ら

な
い
。
お
盆
の
準
備
も
あ

る
の
に
困
っ
た
」
と
た
め

息
を
つ
い
た
。

同
市
の
宅
配
運
送
会
社

に
よ
る
と
、
本
土
か
ら
入

荷
予
定
の
宅
配
便
約
1
5

0
0
個
が
鹿
児
島
で
滞
留

し
て
い
る
。
「
奄
美
か
ら

の
発
送
も
で
き
な
い
た
め

集
荷
を
止
め
て
い
る
。
今

日
は
風
が
強
く
、
集
配
車

も
動
か
さ
な
か
っ
た
」
と

担
当
者
。
帰
省
客
の
荷
物

や
贈
答
品
な
ど
旧
盆
に
伴

う
宅
配
便
の
ピ
ー
ク
を

6
、
7
日
と
見
込
ん
で
お

り
、
「
台
風
11
号
の
影
響

が
心
配
だ
」
と
話
し
た
。

奄
美
地
方
で
は
1
日
、

広
い
範
囲
で
停
電
と
な
っ

た
。
一
部
地
域
で
断
水
も

発
生
す
る
な
ど
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
乱
れ
た
。

九
州
電
力
鹿
児
島
支
社

に
よ
る
と
、
群
島
全
体
で

最
大
約
4
6
0
0
戸
（
午

後
3
時
現
在
）
が
停
電
。

市
町
村
別
は
▽
奄
美
市
約

7
0
0
戸
（
停
電
率
2
・

2
％
）
▽
瀬
戸
内
町
約
3

0
0
戸
（
同
3
・
8
％
）

▽
龍
郷
町
約
1
8
0
0
戸

（
同
41
・
3
％
）
▽
喜
界

町
約
2
0
0
戸
（
3
・
5

％
）
▽
伊
仙
町
約
5
0
0

戸
（
同
8
・
5
％
）
▽
和

泊
町
約
1
0
0
戸
（
同

2
・
1
％
）
▽
知
名
町
約

9
0
0
戸
（
同
15
・
5
％
）

▽
与
論
町
約
1
0
0
世
帯

（
同
1
・
5
％
）。

停
電
は
順
次
復
旧
し
、

午
後
9
時
現
在
、
約
3
0

0
戸
ま
で
減
少
。
同
支
社

は
「
垂
れ
下
が
っ
た
電
線

に
は
触
ら
ず
、
最
寄
り
の

九
州
電
力
へ
連
絡
し
て
ほ

し
い
」
と
注
意
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

大
和
村
で
は
午
後
2
時

20
分
ご
ろ
か
ら
大
棚
、
大

金
久
の
両
地
区
計
2
1
1

世
帯
で
断
水
と
な
っ
た
。

村
に
よ
る
と
、
村
道
で
発

生
し
た
土
砂
崩
れ
で
、
両

地
区
に
水
を
供
給
す
る

送
水
管
が
埋
ま
っ
た
た

め
。
村
と
消
防
団
は
、
ポ

ン
プ
車
な
ど
で
生
活
用
水

を
運
搬
し
、
住
民
に
提
供

し
た
。
同
日
夜
に
は
復
旧

し
た
。

【
徳
之
島
総
局
】
徳
之

島
も
1
日
、
暴
風
域
に
巻

き
込
ま
れ
た
。
女
性
1
人

が
転
倒
し
て
け
が
を
負
っ

た
。
沿
岸
部
で
は
一
部
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
倒
伏
被
害
も

見
ら
れ
た
。

徳
之
島
町
な
ど
よ
る

と
、
同
日
午
前
9
時
半
ご

ろ
、
同
町
亀
津
で
70
代
女

性
が
、
飲
料
水
の
自
動
販

売
機
に
商
品
を
納
入
中
に

強
風
に
あ
お
ら
れ
、
転
倒
。

頭
部
打
撲
や
左
ひ
じ
を
3

㌢
ほ
ど
切
る
け
が
を
負
っ

た
。徳

之
島
3
町
や
警
察
に

よ
る
と
、
1
日
午
後
4
時

30
分
現
在
、
こ
の
件
以
外

に
人
的
な
被
害
報
告
は
な
い
。

◇

奄
美
市
で
は
同
日
、
名

瀬
で
70
代
女
性
が
、
笠
利

町
で
80
代
女
性
が
そ
れ
ぞ

れ
強
風
で
転
び
軽
い
け
が

を
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

暴
風
雨
で
転
覆
し
た
漁
船

も
�
1
日
午
後
0
時
半
ご

ろ
、
奄
美
市
笠
利
町
の
喜

瀬
漁
港

台
風
12
号
の
影
響
で
、

1
日
の
奄
美
関
係
の
空
と

海
の
便
は
全
便
欠
航
し

た
。
航
空
各
社
に
よ
る
と
、

2
日
は
、
全
便
通
常
運
航

を
予
定
し
て
い
る
。

海
の
便
は
鹿
児
島
本
港

を
1
日
出
港
予
定
だ
っ
た

鹿
児
島
―
奄
美
―
沖
縄
航

路
の
「
ク
イ
ー
ン
コ
ー
ラ

ル
8
」
、
鹿
児
島
―
喜
界

―
知
名
航
路
の
「
フ
ェ
リ

ー
奄
美
」
が
欠
航
。
2
日

同
港
出
港
予
定
の
「
フ
ェ

リ
ー
あ
け
ぼ
の
」
は
同
日

午
前
中
に
運
航
を
判
断
す

る
。

前
日
も
ほ
ぼ
全
便
が
欠

航
だ
っ
た
奄
美
市
笠
利
町

の
奄
美
空
港
。
観
光
客
や

帰
省
客
ら
が
早
朝
か
ら
空

路
再
開
を
願
っ
て
詰
め
掛

け
た
が
、
結
局
発
着
便
ゼ

ロ
。
た
め
息
を
つ
き
引
き

返
す
姿
が
続
い
た
。

宮
崎
市
の
菊
地
光
仁
さ

ん
（
31
）
は
、
名
瀬
出
身

の
妻
美
香
さ
ん
（
31
）
の

実
家
に
生
後
11
カ
月
の
長

女
絆
花
ち
ゃ
ん
を
伴
っ
て

滞
在
。
予
約
し
て
い
た
31

日
午
後
の
鹿
児
島
便
が
欠

航
と
な
り
、
1
日
は
午
前

7
時
半
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
の
列
に
並
ん
だ
。

仕
事
で
帰
り
を
急
ぐ
光

仁
さ
ん
は
福
岡
便
な
ど
他

路
線
も
手
配
。
「
30
日
に

帰
る
べ
き
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
か
。
何
度
か
奄
美
に
来

た
が
台
風
に
遭
遇
し
た
の

は
初
め
て
。
厳
し
い
。
ま

さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る

と
は
」

名
瀬
出
身
の
中
江
秀
文

さ
ん
（
75
）
は
大
阪
府
堺

市
か
ら
一
家
8
人
で
帰

省
。
大
阪
生
ま
れ
の
息
子

や
孫
は
30
日
に
帰
し
、
こ

の
日
は
1
人
大
阪
便
を
待

っ
た
。
「
孫
た
ち
が
い
る

間
は
奄
美
ら
し
い
天
気
が

続
い
て
く
れ
た
。
島
育
ち

の
自
分
は
『
台
風
な
ら
し

ょ
う
が
な
い
か
』
と
思
う

が
、
孫
た
ち
な
ら
ど
う
思

っ
た
か
。
島
の
雨
風
に
び

っ
く
り
し
た
だ
ろ
う
」

千
葉
県
八
街
市
の
男
性

（
44
）
は
バ
ニ
ラ
・
エ
ア

の
成
田
―
奄
美
線
就
航
を

機
に
7
月
26
日
、
一
家
6

人
で
奄
美
初
来
島
。
こ
の

日
の
予
約
便
が
欠
航
と
な

り
、
空
港
で
何
と
か
入
手

し
た
復
路
チ
ケ
ッ
ト
は
6

日
の
便
。「
ま
い
っ
た
な
。

で
も
仕
方
な
い
。
も
う
少

し
遊
ん
で
い
く
か
」
と
子

ど
も
ら
に
声
を
掛
け
、
宿

や
レ
ン
タ
カ
ー
の
手
配
を

急
い
だ
。

水
路
の
水
が
増
水
し
て
宇

検
村
湯
湾
の
県
道
に
流
れ

出
し
た
現
場
。
消
防
や
警

察
が
警
戒
に
当
た
り
、
一

時
全
面
通
行
止
め
と
な
っ

た
�
1
日
午
後
0
時
55
分

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連

は
1
日
ま
で
に
、
1
、
2

の
両
日
に
徳
之
島
で
実
施

予
定
だ
っ
た
子
牛
競
り
市

を
10
、
11
の
両
日
に
延
期

し
た
。
県
大
島
支
庁
農
政

普
及
課
は
5
日
開
催
予

定
だ
っ
た
第
1
回
奄
美

大
島
・
喜
界
島
マ
ン
ゴ
ー

品
評
会
の
中
止
を
決
め

た
。名

瀬
労
働
基
準
監
督
署

（
中
村
健
吾
署
長
）
は
1

日
、
労
働
安
全
衛
生
法
違

反
（
労
災
隠
し
）
の
疑
い

で
渕
上
建
設
工
業
㈱
（
徳

之
島
町
亀
津
）
と
同
社
取

締
役
兼
総
務
部
長
の
男
性

（
37
）
を
名
瀬
区
検
察
庁

に
書
類
送
検
し
た
。

同
労
基
署
に
よ
る
と
、

男
性
は
2
0
1
3
年
2
月

17
日
、
徳
之
島
町
手
々
の

砂
防
ダ
ム
工
事
現
場
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
を
設
置

し
て
い
た
同
社
職
員
が
脚

立
か
ら
約
1
・
7
㍍
下
に

転
落
し
、
約
1
カ
月
半
の

加
療
を
要
す
る
左
肩
骨
折

を
負
っ
た
が
、
同
労
基
署

に
報
告
し
な
か
っ
た
と
い

う
。

奄
美
空
港
で
空
路
再
開
を

待
つ
人
た
ち
�
1
日
午
前

10
時
40
分
ご
ろ
、
奄
美
市

笠
利
町

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
は
1
日
、
台
風
12
号

の
接
近
、
通
過
で
農
作
物

へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る

と
し
て
、
関
係
機
関
や
団

体
、
生
産
者
な
ど
に
事

前
・
事
後
対
策
を
呼
び
掛

け
た
。
潮
風
害
が
予
想
さ

れ
る
ほ
場
で
は
散
水
し
て

塩
分
を
洗
い
流
す
な
ど
の

対
策
を
促
し
て
い
る
。
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表

し
て
い
る
。
主
要
作
物
別

の
主
な
事
後
対
策
は
次
の

通
り
。

【
サ
ト
ウ
キ
ビ
】
滞
水

し
た
ほ
場
は
速
や
か
に
排

水
す
る
。
株
元
が
露
出
し

た
り
倒
伏
し
た
株
は
引
き

起
こ
し
、
必
要
に
応
じ
て

追
肥
や
土
寄
せ
を
行
う
。

【
野
菜
】
茎
葉
の
折
損

部
か
ら
の
病
害
侵
入
を
防

ぐ
た
め
、
直
ち
に
薬
剤
散

布
す
る
。
室
内
に
持
ち
込

ん
だ
苗
は
速
や
か
に
外
へ

持
ち
出
し
広
げ
る
。

【
花
き
】
殺
菌
剤
を
散

布
し
、
病
害
を
予
防
す
る
。

ビ
ニ
ー
ル
や
遮
光
資
材
で

強
光
や
降
雨
か
ら
植
物
を

守
る
。

【
果
樹
】
枝
裂
け
や
枝

折
れ
は
切
除
し
て
癒
合
剤

を
塗
布
す
る
。
樹
勢
の
低

下
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
葉
面
散
布
を
行
う
。

【
畜
産
】
台
風
通
過
後
、

直
ち
に
畜
舎
内
外
の
排
水

を
行
い
消
毒
す
る
。
折
損
、

倒
伏
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
ソ
ル
ガ
ム
は
早
め
に

刈
り
取
る
。

長
崎
県
佐
世
保
市
で
同

級
生
を
殺
害
し
た
と
し
て

逮
捕
さ
れ
た
高
校
1
年
の

女
子
生
徒
（
16
）
に
つ
い

て
、
長
崎
地
検
は
1
日
、

家
裁
送
致
前
の
捜
査
段
階

で
の
精
神
鑑
定
を
実
施
す

る
方
針
を
固
め
た
。
捜
査

関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か

っ
た
。
8
月
中
旬
に
も
、

長
崎
簡
裁
に
鑑
定
留
置
の

請
求
を
す
る
と
み
ら
れ

る
。捜

査
関
係
者
に
よ
る

と
、
被
害
者
は
首
や
左
手
、

腹
部
が
激
し
く
傷
つ
け
ら

れ
、
女
子
生
徒
は
「
ネ
コ

を
解
剖
し
た
り
、
医
学
の

本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
る

う
ち
に
、
人
間
で
試
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
」
と
供
述
し
て
い
る
。

容
疑
者
が
未
成
年
者
の

場
合
、
精
神
鑑
定
は
家
裁

送
致
後
に
実
施
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
多
い
。
し
か
し
地

検
は
、
今
回
は
特
異
な
事

件
の
た
め
、
女
子
生
徒
の

供
述
内
容
の
真
偽
や
、
刑

事
責
任
能
力
の
有
無
な
ど

を
捜
査
段
階
で
慎
重
に
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
女
子
生
徒
は
小

学
6
年
の
時
に
給
食
に
漂

白
剤
や
洗
剤
を
混
入
さ
せ

た
ほ
か
、
今
年
3
月
に
は

父
親
を
金
属
バ
ッ
ト
で
殴

っ
て
大
け
が
を
負
わ
せ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。
県
警
は
父
親
や
、
当

時
の
同
級
生
ら
か
ら
も
事

情
を
聴
き
、
成
育
環
境
が

事
件
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
も
調
べ
て
い
る
。

公
安
調
査
庁
は
1
日
、

団
体
規
制
法
に
基
づ
き
、

オ
ウ
ム
真
理
教
か
ら
改
称

し
た
「
ア
レ
フ
」
と
、
教

団
元
幹
部
の
上
祐
史
浩
氏

が
設
立
し
た
「
ひ
か
り
の

輪
」
の
12
都
道
府
県
、
計

23
施
設
を
一
斉
に
立
ち
入

り
検
査
し
た
。

全
国
規
模
の
一
斉
検
査

は
2
0
1
2
年
11
月
以

来
。
両
団
体
に
対
す
る
観

察
処
分
の
更
新
期
限
が
来

年
1
月
末
に
迫
っ
て
お

り
、
公
安
庁
は
検
査
結
果

な
ど
を
基
に
、
5
回
目
の

更
新
手
続
き
を
行
う
か
ど

う
か
検
討
す
る
。

公
安
庁
に
よ
る
と
、
対

象
は
ア
レ
フ
が
国
内
最
大

拠
点
の
足
立
入
谷
施
設

（
東
京
都
足
立
区
）
な
ど

18
カ
所
。
ひ
か
り
の
輪
が

5
カ
所
。
公
安
調
査
官
計

約
2
7
0
人
を
動
員
し
た
。

奄
美
署
は
1
日
、
建
造

物
侵
入
と
窃
盗
の
疑
い
で

奄
美
市
名
瀬
芦
花
部
、
無

職

白

久

忠

宏

容

疑

者

（
63
）
を
現
行
犯
逮
捕
し

た
。逮

捕
容
疑
は
同
日
午
後

0
時
27
分
ご
ろ
、
同
市
名

瀬
の
飲
食
店
に
侵
入
し
て

瓶
ビ
ー
ル
1
本
（
時
価
6

0
0
円
相
当
）
を
盗
ん
だ

疑
い
。
同
署
に
よ
る
と
、

店
員
が
犯
行
を
目
撃
し
て

通
報
。
事
件
当
時
、
店
は

営
業
し
て
い
な
か
っ
た
。

白
久
容
疑
者
は
容
疑
を
認

め
て
い
る
と
い
う
。

定期船欠航で品切れの影響が出始めたスーパー

＝1日、奄美市

強風で転倒した女性を搬送する救急隊員＝

1日午前9時すぎ、奄美市名瀬

名瀬労基署

社 会


